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6. 調査 2 日目午後（2009 年 4 月 19 日） 

(1) 調査目的と調査結果概要 

1 日目に収集した情報を踏まえ、L’Aquila 市中心街において全壊の建物が見られ、被害が比較的顕著であっ

た Via 20 September（20 September 通り）の建物群を対象に被害調査を行うことにより、建物の主な構造形式

と破壊状況の特徴、被害率等を把握することとした。なお、当該地域は、立ち入り禁止区域内となっており、

消防士および防災庁職員の同行が必要でありスケジュール調整の都合上、短時間であったため調査数は 7 棟に

留まり被害率を把握するまでには至らなかった。 

対象建物の構造形式は、RC フレーム＋煉瓦壁：6 棟、組積造：1 棟であり、どちらも構造躯体は仕上げ材で

ある化粧モルタルあるいはパネルに覆われている。建物の主な用途は住宅であるが、1 階部分が店舗やガレー

ジとなっているものも見受けられる。用いられている煉瓦については、小型の一般的な煉瓦と空洞煉瓦（写真

2）が見られる。また、空洞煉瓦壁は、写真 17 に見られるように壁を 2 重に設置しており隙間が設けられてい

る。 

建物の損傷状況は、どの建物も主に煉瓦壁の損傷が目立つ。全壊した建物が１棟あるが（写真 1）、倒壊し

た建物の残骸において見られる主筋はほとんど丸鋼に近いものであった（写真 3）。それ以外の建物に見られ

る損傷については、仕上げ材の剥落（写真 6、19）、壁のせん断ひび割れおよびせん断破壊（写真 16、21）が

確認された。躯体部の損傷は、建物に近づけないため細かく観察できなかったが、柱上端部（打ち継ぎ面）で

の損傷や接合部破壊が確認された（写真 11、13）。また、壁が面外方向に崩れてしまっている建物も 3 棟ほど

見られる（写真 10、12、15）。6 階建の建物においては中間層の被害が目立つものもあり、これは上層の柱断

面を小さくしていること、上層になるほど加速度が大きくなり面外方向に壁が崩れやすいことなどに起因する

と考えられる（写真 12、15）。 

 

 
調査対象建物             ラクイラ市街地中心部   

図 1 調査対象区域 
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(2) 調査活動記録 

(a) 建物①： RC フレーム＋煉瓦壁、５階建て 

  

写真 1 建物①：倒壊して瓦礫となっている 写真 2 建物①：空洞煉瓦 

 

  
写真 3 建物① 

：主筋と思われる鉄筋はほとんど丸鋼に近い 

写真 4 シュミットハンマー調査 

：建物基礎部分にて 

 

(b) 建物②：RC フレーム＋煉瓦壁、５階建て 

  

写真 5 建物②：全景 写真 6 建物②：仕上げ材の剥落 
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写真 7 建物②：短柱のせん断破壊  

 

(c) 建物③： RC フレーム＋煉瓦壁、3 階建て 

  

写真 8 建物③：全景 写真 9 建物③：長辺方向の損傷状況 

 

  

写真 10 建物③：２階の短辺方向の壁が面外方向に傾斜 写真 11 建物③：接合部の破壊状況 
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(d) 建物④： RC フレーム＋煉瓦壁、6 階建て、 

  
写真 12 建物④：3 階の空洞煉瓦壁が完全に崩れて

落下している。柱断面が２階、４階でしぼられてい

る。 

写真 13 建物④：3 階と 4 階の柱で断面変更。接合部

の鉄筋がはらみ出している。 

 

(e) 建物⑤： RC フレーム＋煉瓦壁、6 階建て、築 40～50 年 

  
写真 14 建物⑤：全景 写真 15 建物⑤：3 階、4 階での被害が目立つ 
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写真 16 建物⑤：空洞煉瓦壁の損傷 写真 17 建物⑤：空洞煉瓦壁を 2 重にして設置 

 

(f) 建物⑥： 組積造（レンガ＋石）、3 階建て、 

  
写真 18 建物⑥：壁の被害 写真 19 建物⑥：柱は煉瓦、壁は石積で約 50cm ご

とにレベルをとるためのレンガを挿んでいる 

 

(g) 建物⑦： RC フレーム＋煉瓦壁、4 階建て、 

  

写真 20 建物⑦：全景 写真 21 建物⑦：壁の被害 
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7. 調査 3 日目午前（2009 年 4 月 20 日） 

(1) 調査目的と調査結果概要 

 調査 3 日目の午前は，北東イタリアのトレント（Torento）の建築家グループと合流し，RC 分譲住宅被害建

物の被災度判定を実施するとともにイタリアにおける第一次被害調査基準の調査を行った． 

 

(2) 調査活動記録 

(a) 分譲住宅被害建物の被災度判定 

調査地域は，写真 1 に示したようにラクイラ（L’Aquila）市の中心から北西方向の Via Amiternum の北側に

入った街区（宅地造成地に 1980 年～83 年に建設された RC 建物）で，調査対象とした RC 建物数は 5 棟であ

る（写真 2）． 

被災地は原則として立ち入り禁止となっているが，我々が街区に入った際は写真 3 に示すように住民も大勢

いて非常に混乱していた．イタリアでは，調査シート（SCHEDA DI 1° LIVELLO DI RILEVAMENTO DANNO, 

PRONTO INTERVENTO E AGIBILITÀ PER EDIFICI ORDINARI NELL’EMERGENZA POST-SISMICA，写真 4，

図 1～図 4）に従って被災度判定を実施しており，その際に住民への聞き取り調査が必要となると後で聞いた

が（写真 5），余震も続いている中，住民を中にいれるのは非常に危険だという印象を受けた． 

 

 
写真 1 分譲住宅の被災度判定を実施した場所 

 

  
     写真 2 調査対象とした 5 棟             写真 3 混乱した様子 

 

調査対象地域 
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     写真 4 被災度判定シート記入          写真 5 住民への聞き取り調査 

 

調査したRC建物は 1980 年から 1983 年に建設された桁行方向 3 スパン（4.0m, 3.5m, 3.5m, 4.0mの 15.0m），

梁間方向 2 スパ ン（4.8m, 4.8mの 9.6m），地上 3 階，地下 1 階で，平均的な階高は約 3.3m，床面積は 130～170m2

 

，

屋根は切妻の瓦葺き，柱梁はRC造，壁は間に断熱材を挿入した空洞煉瓦ブロック構造である（写真 6，7）．破

壊の特徴としては， 

 (1) 柱頂部で打ち継ぐ施工方法が取られており（写真 8，9），柱梁の曲げやせん断耐力が発揮される前に柱

梁接合部の鉄筋定着不足などによりパネルゾーンが破壊し１階が層崩壊している（写真 10，11）． 

 (2) コンクリートが振動打ちされていないことによりジャンカがみられる（写真 12）． 

 (3) かぶり厚さが不足し，鉄筋が腐食している（写真 13）． 

(4) 柱梁に拘束されていないことにより，煉瓦ブロック壁が面外方向に崩落している（写真 14，15）． 

 (5) 煉瓦ブロック壁の面内破壊（せん断）がみられる（写真 16）． 

 (6) 斜面の崩落がみられる（写真 17）． 

(7) Via Amiternum の南側の RC 建物には，顕著な損傷はみられなかった（写真 18，19）． 

 

  
      写真 6 平均的な RC 建物               写真 7 壁の構造 
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      写真 8 柱頭の破壊状況             写真 9 柱梁接合部の破壊状況 

   
      写真 10 １階層崩壊の様子 1          写真 11 １階層崩壊の様子 2 

   
      写真 12 ジャンカの様子           写真 13 かぶり・鉄筋腐食の様子 
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    写真 14 煉瓦ブロック壁の面外崩壊       写真 15 煉瓦ブロック（12.5cm×25cm） 

   
    写真 16 開口部間のせん断ひび割れ          写真 17 斜面崩壊の様子 

   
      写真 18 南側街区の様子 1           写真 19 南側街区の様子 2 

 

 調査シート（SCHEDA DI 1° LIVELLO DI RILEVAMENTO DANNO, PRONTO INTERVENTO E AGIBILITÀ 

PER EDIFICI ORDINARI NELL’EMERGENZA POST-SISMICA，写真 4，図 1～図 4）の記入例を以下に示す．

判定員は，「Manuale per la compilazione della scheda di 1° livello di rilevamento danno, pronto intervento e agibilità 

per edifici ordinari nell’emergenza post-sismica (AeDES), Dipartimento della Protezione Civile」の講習を受講してか

ら被災度判定にあたっている．○はひとつだけチェックでき，□は 2 つ以上選択することも可能である．屋根，

壁の種類などは，マニュアルに従ってその構造を選択するようになっている． 
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住所などの情報 

建物の場所（独立，内部，端，角地） 

平面図，住宅地図などの情報を添付 

地下階を
含む建物
の階数 

平均階高 
地下階数 

平均床面積 
住民数 使用戸数 

入居率 
公共・私用 建設年 

最大 2 ヶ所 
建設・改築 

使用目的 
住居，工場，店舗， 
事務所，倉庫など 



2009 年 4 月 6 日 イタリア・ラクイラ地震被害調査速報（4 学会合同調査団 建築チーム） 
 

 - 33 -  

その他の構造 
RC ラーメン構造， 
RC 壁，S ラーメン

構造，整形性 

水平部材 
ヴォールト， 
梁の種類 

鉛直部材 
組積壁の種類 

屋根 
重い・軽い 
切妻・陸屋根 

鉛直 
床 
階段 
屋根 
詰物 
先在 

高 
部材損傷度 

中 低 

既にされた工事に起因する場合 

非構造材の 
損傷度判定 

外壁，パラペット，
電気，ガス，水道 

構造材の 
損傷度判定 

外側 

地盤・基礎 
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低 

高 

危険度判定 

構造 外周 非構造 地盤 

危険度 

判定結果 

注）Sezione 3, 4, 7 の網掛けの色と
対応していなければならない． 

目視の正確さ 
判定できなかった理由 

判定者の氏名・署名 

使用できない住戸数，避難家族数，避難人数 
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8. 調査 3 日目午後（2009 年 4 月 20 日：15 時 10 分頃～） 

(1) 調査目的と調査結果概要 

広場

約
1. 1ｋ

ｍ

約
0.

5ｋ
ｍ

図1　調査地区の位置（Google Map使用）  
 

市街地中心（広場：Piazza de Duomo）地区の RC

建物について、被害率を調べる目的で広場東側大通

り（Corso FedericoⅡ）、および同通りより 1 本西側に

位置する通り（Via gostino）に面する建物について外

観目視による被害調査を行った。当該地区への立ち

入りは地震被害調査および復興を統括する機関の許

可が必要であり、機関所属の消防士 2 名の同行のも

とに行われた。調査地区に存在し調査を行った建築

物は 11 棟、そのうち 10 棟が RC 建築物である（写真

2）。地区の性格上、建築物の全てが商業および行政

関係の建物であり規模は比較的大きい。被害状況と

しては、倒壊、大破等の大きな損傷をうけたものは

なかったが、一部の建物には、柱脚の損傷や梁接合

部付近のせん断ひび割れ発生等がみられた。ただし、

全般的にはブロックあるいは煉瓦とモルタル等で構

成させる壁の損傷やタイル、装飾物等の落下が目立

った被害といえる。比較的大型の建築物であること、

また行政関係の建物である等の理由から、一般住宅

に比べ比較的良好な施工がなされたと思われる。調

査棟数が少ないことから被害率については言及しな
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写真２　調査建物と写真撮影位置

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

図２ 



2009 年 4 月 6 日 イタリア・ラクイラ地震被害調査速報（4 学会合同調査団 建築チーム） 
 

 - 37 - 

いが、移動中に観察した周辺の状況から判断してこの地区の RC 造建築物構造体の被害率（小破以上）は大き

くないと思われた。 

以下に調査順に建物の写真を示す。なお、キャプションの（ ）内の番号は調査順に建物につけた番号であ

る。 
 

    
写真 1 広場に面して立つ建物(1)        写真 2 埋め込まれた鉄骨による損傷(1) 

    
写真 3 鉄骨埋め込み部周辺の損傷(2)      写真 4 壁のひび割れ（2,3 階境界位置）(2) 

    
  写真 5 1 階部分がピロティ形式の建物(2)     写真 6 ピロティ部柱の柱頭の仕上げ材剥落(2) 
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写真 7 梁のせん断ひび割れ（2）     写真 8 調査区域内にあった礎石造建物の被害(3) 

    
写真 9 偶角部の柱の損傷と壁のひび割れ(4)   写真 10 梁のひび割れ（曲げひび割れ？）(4) 

    
写真 11 柱のせん断ひび割れ(4)       写真 12 偶角部の損傷とブロック壁の崩落(4) 

    
写真 13 柱のふかし部の損傷と柱脚タイルの剥落(5)   写真 14 建物側面の仕上げ部の剥落(5) 
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写真 15 接合部拡大：柱左右で梁せいが異なる(5)   写真 16 1 層映画館：柱脚にひび割れ(6) 

    
写真 17 不整形な平面をもつホテル 被害大(8)    写真 18 1 階ピロティ柱頭－接合部の損傷(8) 

    
写真 19 2 階床梁のせん断ひび割れ(?) (8)     写真 20 EXP.ジョイントで繋がるホテル 損傷小(9,10) 

 
写真 21 行政関係の建物 損傷なし(11) 
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9. 調査 4 日目（2009 年 4 月 21 日） 

(1) 調査目的と調査結果概要 

 調査 4 日目（調査最終日）は、ラクイラ（L’Aquila）旧市街地の周辺地域を対象に車で移動しながら全体の

概略的な被害状況を調査した。調査対象地区は、写真 1-1 に示すように Coppito の災害対策本部を起点として

市街地から南、南東、東、北東、北のエリアであり南北に約 10km、東西に 5km の範囲を反時計回りに移動し

ながら調査した。調査エリアには村全体が大きな被害をうけたオンナ(Onna)、パガニカ(Paganica)も含まれる。

全体的な傾向として、市街地の南側（急斜面）、東側（平地）のエリアでは小さな集落が点在し、かつ組積造

の建物が多い（写真 1-2）。これに対し北側のエリア（なだらかな丘陵）、特に旧市街地に近い地区は計画的に

区画整理された RC 構造の中低層の集合住宅が多い（写真 1-3）。被害程度としては、南側の急斜面のエリアで

は耐震性に極めて劣ると思われる古い組積造建物の被害が散見されるが、被害率としてはそれほど高くない。

これに対し、東側に位置する平野部ではオンナ(Onna)、パガニカ(Paganica)に代表さえるように、高い倒壊率

を示す大きな被害を受けた地域が存在する。ただし、同村に隣接場所でもほとんど被害のない建物が多く存在

することから、この地域で地震動が比較的大きかったとしても、それが壊滅的な被害を生じさせた理由の全て

ではないと思われる。一方北側エリアでは多くの多層（2～6 層程度）RC 造建物が被害を受けている。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

写真 1-1 広域調査地区(Google)と調査経路（調査経路：紫，高速道路：橙，一般道：黄，活断層：赤） 

4,000m 

オクレ(Ocre) 

パガニカ(Paganica) 

オンナ(Onna) 

N 

ラクイラ旧市街 

ラクイラ西インター 

コッピート(Coppito) 
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被害の特徴は、レンガ、ブロックを中心とした非構造壁の損傷および柱梁接合部付近の仕上げモルタルの剥

落が多いことである。カバーコンクリートの剥落箇所の鉄筋はほぼ例外なく発錆している。接合部以外の箇所

でも鉄筋が表面に現れている箇所が少なからずみられ、施工の精度の悪さも相まって全般にかぶり厚が十分に

とられていないことが推測できる。市街地の倒壊建物の基礎部を対象に、参考までにシュミットハンマーによ

る打撃テストを行ったが、推定強度が 15N/mm2を下回るような結果がでており、これらの状況からも、多く

の建物で「鉄筋の早期発錆」の確率の高さが予見される。1～3 日目の調査でも同じことがいえるが、鉄筋の

かぶり厚不足、その結果として付着耐力の不足、さらには発錆と発錆によるかぶりコンクリートの損傷がRC

建物の損傷の大きな原因の一つと考えられる。 
 

         
写真 1-2 市街地からみて南側エリア          写真 1-3 市街地からみて北側エリア 

 
(2) 調査活動記録 

(a) Ocre までの道 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

写真 2 余震による組積造教会の破損         写真 3 RC 住宅の組積壁せん断破壊と仕上剥落 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

写真 4 組積造の外壁 2 階部分の崩落         写真 5 バルコニーの石が割れている 
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写真 6 封鎖された Ocre の街区                  写真 7 城壁のような連結された住宅 

(b) Onna までの道 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 8 Onna へ渡るの橋の接続道路の崩落       写真 9 橋桁 

 

 

 

 

 

   

 

 
 

写真 10 建設中の PCa 造工場の被害        写真 11 PC 外壁と床版の崩壊 

 

 

 

 

  

 

 

 
 

写真 12 線路と川の狭間にある Onna の封鎖地区    写真 13-1 組積造の崩壊 
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Onna は北東から南西方向に流れる Aterno 川の北側に位置する比

較的小さな集落である。Aterno 川は Onna 周辺で天井川になって

おり、堆積地盤上の集落であることが推察される。集落内の詳細

調査は出来なかったが、土を目地に用いた自然石の組積造建物に

大きな被害が出ているようであった。ただし、隣接する比較的新

しい建物には殆ど被害が無いものもある。近隣の PCa 造工場建築

の被害は建設中の 1 棟のみであり、周辺に複数ある同様の工場建

築には外壁・床版が脱落するなどの被害は見られなかった。 

(c) Paganica までの道 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 14 教会の組積壁の崩落                   写真 15 教会前建物の円筒組積壁のひび割れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 16 4 階建て RC 住宅              写真 17 隅柱の柱頭接合部にせん断ひび割れ 

(d) Tempera までの道 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 18 石積+土目地壁の崩壊      写真 19 隅柱の柱頭接合部にせん断ひび割れと付着ひび割れ 

写真 13-2 崩壊した組積造（写真 13-1）に隣接する建物 



2009 年 4 月 6 日 イタリア・ラクイラ地震被害調査速報（4 学会合同調査団 建築チーム） 
 

 - 44 - 

Paganica および Tempera は L’Aquila 市街地から北東に位置する集落で、無補強組積造の被害に加えて、Ocre

や Onna ではあまり見られなかった RC 住宅の被害も徐々に見られるようになった。RC 住宅では、隅柱の柱頭

に曲げひび割れ、接合部にせん断ひび割れが生じ、かぶりの薄さから付着ひび割れも散見された。2 階の組積

壁において隅角部が欠損あるいは化粧モルタルの剥落が多かったように思われる。 

 

(e) L’Aquila 旧市街の北側地区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
写真 20 中間階の組積壁の崩落が目立つ               写真 21 低層 RC 造住宅 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
写真 22 柱頭部のひび割れ（非常に細いせん断補強筋）   写真 23 低層 RC 造の崩壊 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
写真 24 4 階建て RC 造集合住宅                    写真 25 柱頭部の接合部にひび割れ 
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写真 26 教会の組積壁の崩落                    写真 27 4 階建て RC 住宅 

 
写真 28 柱脚部のせん断ひび割れ                

 
(3) 避難所の様子 

 調査 3 日目に市街地内の避難所を訪問する機会があった

ので、その様子について記す。 

 被災地は、行政当局や軍の管理下におかれており混乱した

様子をみることは全くなかった。これは、被災地の面積的規

模が小さいことや、また道路の被害等により被災地が孤立し

たような状態がなかったことによると思われる。調査時には

被災後約 2 週間が経過していたが、旧市街地地区は完全に封

鎖されているため、かなりの数の市民が避難所生活をしてい

るものと思われた。                        写真 29 避難所内部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     写真 30 共同洗濯所                    写真 31 食堂 
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